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資料３－３－①

福島県廃棄物処理計画での一般廃棄物の目標値について

令和３年７月２１日

一 般 廃 棄 物 課

１ １人１日当たりのごみ排出量

（１）目標のイメージ図

（２）現行目標について

ア 目標値

９３５ｇ以下（目標年度：令和３年度）

基準年度（平成２２年度）の実績値９８５ｇから５％削減した値

※ 廃棄物処理法の基本方針

・国の示した基本方針では、現状（平成１９年度）に対し、平成２７年度において、

排出量を約５％削減するとされた。

・現計画を策定するにあたり、平成２２年度ごみ排出量（７３．３万ｔ）から５％

削減した値（６９．６万ｔ（令和３年度））を目標値とした試算したところ、

人口減少の影響により、１人１日当たりの排出量に換算すると、１，０１８ｇ（令

和２年度）となり、基準年度（平成２２年度）の実績値９８５ｇより高い値とな

った。

・そのため、基準年度の１人１日あたりのごみ排出量の実績値から５％削減した値

（９３５ｇ）を目標年度（令和３年度）の目標値とした。

1,085 1,070 1,061 1,032 1,018 1,023 1,018 1,035 1011
1007

1004 1000 997 993 990 976935
910 905 901 896 892 887 882 864

0
100
200
300
400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200

H24 H25 H26 H27 Ｈ28 H29 Ｈ30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R12

１
人
１
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
（
ｇ
）

本県の１人１日あたりのごみ排出量

本県実績 本県予測値 現行目標値 目標（参考）値 全国平均予測値

新目標
923ｇ



- 2 -

イ 実績（令和元年度）

１，０３５ｇ（全国平均９１８ｇ）

・令和３年度の目標値を達成するためには、毎年一定量のごみ削減が前提となり、

令和元年度には９４４ｇ程度まで削減する必要があったが、実績値は１，０３５

ｇにとどまり、目標を達成できない見込みである。

基準年度（平成２２年度）の実績値 ９８５ｇ

目標値（令和３年度） ９３５ｇ

上記を踏まえて試算した令和元年度の暫定目標値 ９４４ｇ

（３）新目標について

ア 目標値

目標年度 令和 ８年度 ９２３g

令和１２年度 全国平均値以下

（単位：グラム／人・日）

令和元年度 令和３年度 令和８年度 令和１２年度

実績値 目標値 予測値 目標値 予測値 目標値
（予測値） （予測値）

1,035 935 990 目標値 976 全国平均値

923 以下

目標参考値

860

全国平均値 全国平均値

882 864

【目標値設定の考え方】

①県総合計画の目標値は、目標年度（令和１２年度）における全国平均値以下と

設定する。

②令和１２年度における全国の１人１日あたりのごみ排出量の予測値８６０ｇを目

標参考値とする（この値は全国で排出量の少ない順から１６番目程度と推計）。

③県廃棄物処理計画の目標値は、令和１２年度の目標参考値８６０ｇを達成するた

めに必要な１６ｇ／年の削減を行った場合に令和８年度に達成すべき排出量９２

３ｇを設定する。

【目標年度の予測値の算出方法】

・全国予測値は、近年５年間（Ｈ２７～Ｒ元）のデータをもとに推計を行った値。

・本県の予測値は、近年４年間（Ｈ２７～Ｈ３０、東日本台風が発生したＲ元を除

く）のデータをもとに推計を行った値。

【参考】

・第四次循環型社会形成推進基本計画で示された目標値 ８５０ｇ（令和 ７年度）
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イ 目標達成のための取組例

令和８年度の目標を達成するための積極的な取組の例を以下に示す。

※現状の取組に加え、以下の取組により１人１日当たりのごみ排出量を６７ｇ以

上削減する（目標年度の予測値 ９９０ｇ － 目標参考値 ９２３ｇ ＝６７ｇ）。

取組内容 １人１日あたりの削減量 実現性

食品ロス削減の啓発強化（家庭系） １７ｇ ○

生ごみの水切りの周知・徹底（家庭系） １５ｇ ○

プラスチック製品の使用削減（家庭系） １４ｇ ○

紙製容器包装の削減（家庭系） ７ｇ △

草枝類の削減（家庭系） ７ｇ △

食品ロス削減の啓発強化（事業系） ６ｇ △

生ごみの減容化（事業系） １ｇ △

合計 ６７ｇ

２ リサイクル率について

（１）目標のイメージ図
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（２）現行目標について

ア 目標値

２１．０％以上（目標年度：令和３年度）

・基準年度（平成２２年度）の実績値は１４．２％であり、全国平均２０．８％を

大きく下回っているため、まずは全国平均並みを目指すこととした。

イ 実績（令和元年度）

１２．７％（全国平均１９．６％）

・令和３年度の目標値を達成するためには、毎年一定量のリサイクル率向上が前提

となり、令和元年度に１９．８％程度まで向上させる必要があったが、実績値は

１２．７％にとどまり、目標を達成できない見込みである。

基準年度（平成２２年度）の実績値 １４．２％

目標値（令和３年度） ２１．０％以上

上記を踏まえて試算した令和元年度の暫定目標値 １９．８％

（３）新目標について

ア 目標値

目標年度 令和 ８年度 １６．０％以上

令和１２年度 全国平均値以上

（単位：％）

令和元年度 令和３年度 令和８年度 令和１２年度

実績値 目標値 予測値 目標値 予測値 目標値
（予測値） （予測値）

12.7 21.0以上 9.8 目標値 8.2 全国平均値

16.0以上 以上

目標参考値

17.5

全国平均値 全国平均値

18.3 17.5

【目標値設定の考え方】

①県総合計画の目標値は、目標年度（令和１２年度）における全国平均値以上と

設定する。

②令和１２年度における全国のリサイクル率の予測値１７．５％を目標参考値とす

る（この値は全国でリサイクル率の高い順から１７番目程度と推計）。

③県廃棄物処理計画の目標値は、令和１２年度の目標参考値１７．５％を達成する

ために必要な０．４４ポイント／年を上昇させた場合に令和８年度に達成すべき

リサイクル率１６．０％を設定する。

④本県の目標年度の予測値は９．８％であるが、プラスチックに係る資源循環の促

進等に関する法律の成立を契機に、改めて市町村に分別の徹底等を呼びかけるな
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ど、リサイクル率の向上を図り、目標値を目指す。

【目標年度の予測値の算出方法】

・全国予測値は、近年５年間（Ｈ２７～Ｒ元）のデータをもとに推計を行った値。

・本県の予測値は、近年４年間（Ｈ２７～Ｈ３０、東日本台風が発生したＲ元を除

く）データをもとに推計を行った値。

【参考】

・第四次循環型社会形成推進基本計画で示された目標値 約２８％（令和７年度）

イ 目標達成のための取組例

○ 以下の取組により、令和８年度までに再資源化量を３．５万トン以上増加させ、

リサイクル率を１６．０％以上とする。

（ア）廃プラスチック類のリサイクル推進

・平成30年度の可燃ごみ約60万トンの約16％（約10万トン）がプラスチック類。

・このうち、2/3の７万トンが家庭系ごみと想定。

・プラスチック資源循環促進法の成立を契機に、改めて市町村に分別の徹底等を呼

びかけ、可燃ごみに含まれている家庭系のプラスチック類７万トンの20％の

約１．４万トンをリサイクルする。

（イ）紙類のリサイクル推進

・平成30年度の可燃ごみ約60万トンの約44％（約26万トン）が紙類

・このうち、2/3の約17万トンが家庭系ごみと想定。

・市町村に分別の徹底等を呼びかけ、可燃ごみに含まれている紙類17万トンの20％

の約３．４万トンをリサイクルする。

・なお、福島市の調査（平成30年度、令和元年度）によると、可燃ごみに含まれて

いた紙類のうち、50.7％がリサイクルできる紙類であった。
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３ １日当たりの最終処分量について

（１）目標のイメージ図

（２）現行目標について

ア 目標値

２００ｔ以下（目標年度：令和３年度）

・国の基本方針では、最終処分量を基準年度から２２％削減するとして目標値を設

定しており、これを本県に当てはめると７万２千ｔ／年となり、１日当たりに換

算して１９７ｔを目標設定の目安とした上で、この値が旧処理計画の目標値

２００ｔと概ね同値であることから、引き続き２００ｔとした。

イ 実績（令和元年度）

２４６ｔ

・令和３年度の目標値を達成するためには、毎年一定量の最終処分量の削減が前提

となり、令和元年度に２０９ｔまで削減させる必要があったが、実績値は２４６

ｔにとどまり、目標を達成できない見込みである。

基準年度（平成２２年度）の実績値 ２５１ｔ

目標値（令和３年度） ２００ｔ以下

上記を踏まえて試算した令和元年度の暫定目標値 ２０９ｔ
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（３）新目標について

ア 目標値

目標年度 令和 ８年度 １５０ｔ以下

【目標値設定の考え方】

・直近５年間（Ｈ２６～Ｈ３０、東日本台風が発生したＲ元を除く）のデータを元

に推計を行った値が１５７ｔであることから、この値を参考に１５０ｔを目標値

とする。

【参考】

・第四次循環型社会形成推進基本計画では、最終処分量を２０２５年度（令和７年

度）に２０００年度から７０％削減するとして目標値を設定している

・これを本県に当てはめると４．１万ｔであり、１日あたりの最終処分量が１１２

ｔとなり、令和元年度の実績の半分以下の値である。

国の目標値 ３２０万ｔ（２０２５年度目標）

全国実績値 ３８４万ｔ（２０１８年度実績）

本県に換算 ４１千ｔ（２０２５年度目標）

本県実績値 ９０千ｔ（２０１９年度実績）

他県の事例（１日当たりの最終処分量に換算）

現状 計画の目標値

青森県 １４７ｔ（Ｈ３０） ９９ｔ（Ｒ ７）

岩手県 １１３ｔ（Ｈ３０） ９８ｔ（Ｒ ７）

宮城県 ２６１ｔ（Ｈ３０） ２０２ｔ（Ｒ１２）

秋田県 ８８ｔ（Ｈ３０） ７４ｔ（Ｒ ７）

山形県 ９６ｔ（Ｈ３０） ８５ｔ（Ｒ１２）

福島県 ２４６ｔ（Ｒ １） １５０ｔ（Ｒ ８）

イ 目標達成のための取組

最終処分量の削減のため、ごみ排出量の削減及びリサイクル率の向上に取り組む

とともに、焼却灰等の再生利用を推進する。
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